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　「節電・計画停電対策マニュアル」は、事業形態や来店客の有無で分類した、
事業者向けのマニュアルです。事業規模や種類に合わせて自社の取り組みを
考えられるように、投資の有無や対策レベルで取り組み内容を分けています。

　計画停電を避けるための対策を細分化すると、①節電対策、②最大使用量削減（ピークカット）、③電
力使用時間変更（ピークシフト）の３つに分けられます。事業者もそれらを意識して対策に取り組む
ことが、効果を高めるうえでは有効です。

　『節電・計画停電対策マニュアル（製造業版）』では、資
源エネルギー庁が平成２３年５月に発表した「小口需要家
の節電行動計画の標準フォーマット」のデータを元に、ど
んな節電対策を行うとどれくらいの節電効果が得られるか
をパーセントで表示しています。別紙のチェックシートや
実践計画と併せて、自社の節電効果を確認してください。

計画停電を避けるための３つの対策

節電対策 最大使用量削減 電力使用時間変更（ピークカット） （ピークシフト）

　製造業の消費電力比率は、生産設備が占める割合が高いため、生産設備の節電対策は特に効果的で
す。生産体制や納期、必要な生産環境（空調）に応じて電力消費の状況が異なります。また、一般設備（空
調・照明）が占める割合は少ないものの、主要事業に関係ない部分であるため、節電対策を行う上では
容易な部分でもあります。必要ないところは積極的に削減していく取り組みを行うことが必要です。

自社が行える取り組みの項目や、やり方が一目で判ります。
今日から直ぐに始めましょう！

製造業の消費電力比率
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３つの対策で事業の安定を図る。マ イナスをプラスに変える視点と行動
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製造業の用途別電力消費比率

生産設備
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・政府の想定需要 　6,000 万 kW
・７月末の供給力 　5,380 万 kW※
・必要な需要抑制率　▲10.3％

※東北電力への融通（最大140万kW）を行った場合。

　計画停電を避けるためには、各事業者が節電対策や計画停電対策に取り組まなければなりません。
万が一、大規模停電となった場合の対策も、事前に準備しておく必要があります。
　市内の事業者にヒヤリングさせてもらう中でも、節電を経費削減というプラス思考で捉えている
方がいました。また、他店が閉まっている中、事業を継続したことで新たな顧客を開拓した事業者
もいます。事業環境が厳しい中で、節電は経費削減や競争に打ち勝つ良い機会であると考えられます。

　対策を効果的に実行するには、[ 計画 ]・[ 活動 ]・[ 確認 ]・[ 見直し ] の繰り返しが大切です。

夏の電力不足は大きな経営課題

　福島第一原子力発電所の停止によって、今夏の電力需給バランスは大変厳しい見込みです。その
対策として、東京電力エリアの各事業者・家庭に 15％の節電が求められています。

事業を安定させるための３つの施策

節電対策の４つのステップ

◆今夏の供給力見通し

大規模停電発生を避けるために、余裕を持たせた
15％節電が目標として設定されました。

実践計画 体制・組織の整備、現状データの把握・見える化
具体的な目標と計画の作成、効果の確認方法の決定Plan 例

節電活動 日常の運用改善、保守の実施
広報、教育・訓練、設備の導入Do 例

節電量確認 進捗管理、計測、記録、改善の把握Check 例

対策見直し 目標の見直し、計画の見直しAction 例

３つの対策で事業の安定を図る。マ イナスをプラスに変える視点と行動

出典：資源エネルギー庁推計
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節電対策 ～まずは身近な節電対策への取り組みから～

　電力消費の８割以上を占める生産設備の節電は大切です。また、生産へ
の影響が少ない照明や空調の節電も必要です。

●記載している節電効果は、設備毎の消費電力に対する目安です。

従業員への啓発が節電の効果を更に高めます。
事業所全体の節電目標と具体的アクションを定め、従業員に理解と協力を求める。
節電担当者を任命し、定期的な会議やパトロールを行う。
従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意　・空調については電気式空調を想定しています。
　　　　　・一定の条件の元での試算結果ですので、個々の建物の利用状況により削減値は異なります。
　　　　　・対策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
　　　　　・節電を意識するあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意ください。

投資なし

節電啓発

電気炉、電気加熱装置の断熱を強化する。
保温施工を実施した場合の節電効果です。

7%の節電効果

生産設備

使用側の圧力を見直して、
コンプレッサの供給圧力を低減する。
単機における 0.1MPa 低減時の節電効果
です。

8%の節電効果

ユーティリティ設備

インバータ機能を持つ
ポンプ・ファンの運転方法を見直す。
全圧が80％となった場合の節電効果です。

15%の節電効果

冷凍機の冷水出口温度を高めに設定する。
利用時の状況を確認しながら 7℃→9℃に
変更した場合の節電効果です。

8%の節電効果

使用していないエリアの消灯を徹底する。
事務室や休憩室など、生産や業務に直接
影響しない場所は消しましょう。

室外機周辺の障害物を取り除く。
障害物を取り除いて吸排気の効率を高め
るとともに、直射日光を避けることも有
効です。

設備・機器のメンテナンスを行う。
適切かつ定期的な実施が、ロスの低減に
つながります。

一般設備
工場内の温度を28℃とする。
風通しなどの室内環境を配慮することで、
体感温度を更に下げることが可能です。

6％の節電効果（＋2℃の場合）

8%の節電効果

外気取入量を調整することで
換気用動力や熱負荷を低減する。
換気ファンの間欠運転または停止により
30％導入量を低減した場合の節電効果です。

もう一歩進めて



茅ヶ崎のクールビズはアロハビズで
茅ヶ崎市では、オフィスビルにおいて夏
場にアロハシャツを着用し、エアコンの
温度を控えめに設定しています。 見た目
も涼しい国内最先端のクールビズです。


